
高齢者集団接種における問診
と

緊急時の対応

柏町整形外科 三上大志





1日で450人、前半・後半それぞれ225人
医師一人当たり75人の問診を150分で行う

単純計算で1人2分以内

動作の緩慢な高齢者が対象

より効率的に問診をとる必要がある



予診票の記入漏れは事務と看護師（行政
派遣）が埋める

医師による確認が必要な項目は蛍光ペン
でマークされる

問診の時間短縮のためマークされている
所以外はサラッと見る（三上の私見）







現在かかっている病気がある

心臓病・腎臓病・肝臓病・血液疾患
安定していれば接種可能

血が止まりにくい病気→筋肉内出血のリスクあり
接種後2分以上強めに圧迫する

免疫不全
有効性・安全性は確認されていないが可能

原則かかりつけ医の許可があればOK



治療内容

血をサラサラにする薬
抗血小板薬→筋肉内出血のリスクなし
普通に接種して問題ないが止血は長めに
抗凝固薬→筋肉内出血のリスクあり
接種後2分以上強めに圧迫する

その他
β遮断薬
アドレナリンの効果減弱
α遮断薬
アドレナリン投与による血圧低下助長



ダビガトラン
可能✔

✔
✔
✔

2分

現在の病状が把握できなければ不可にする勇気も大事



最近1か月以内に熱が出たり病気にかかった
治癒後2週間を目安に間隔をあける

新型コロナウイルス感染症の罹患暦がある場合
数か月間は再感染のリスクが低いため
必要に応じて接種を一時的に遅らせる

今日、体に具合が悪いところがある
「はい」の場合、問診医が接種の可否を判断し、
「医師記入欄」に記載することが望ましい

原則体調が良い時に接種する



✔腰が痛い 可能



けいれん（ひきつけ）を起こしたことがある
小児期の熱性けいれんの既往→接種可能

現在けいれん発作のある方でも、その状況が確認
され病状と体調が安定していれば接種可能



薬や食品などで、重いアレルギー症状（アナフィ
ラキシーなど）を起こしたことがある
食物アレルギー・気管支喘息・アトピー性皮膚
炎・アレルギー性鼻炎・蕁麻疹・アレルギー体質
→ワクチンの成分に関係ないアレルギーであれ
ば接種可能
（ポリエチレングリコール（PEG）やPEGと交差
反応性があるポリソルベートを含む薬剤で重度
の過敏症をきたした既往がある場合、専門医に
よる適切な評価と十分なアナフィラキシー対応
が出来る体制でなければ接種は避けるべき）

即時型アレルギー反応の既往歴がある方は
接種後30分の経過観察を要する



✔造影剤 30分



予防接種を受けて具合が悪くなったことがある
1回目の接種でアナフィラキシーを起こした方は
2回目の接種はできない

迷走神経反射を起こしたことがある方は
接種後30分の経過観察を要する



アナフィラキシー
と

アナフィラキシーショック



or

日本アレルギー学会 アナフィラキシーガイドライン



日本アレルギー学会 アナフィラキシーガイドライン

アドレナリン 0.3ml



京都府医師会HPより引用

横浜市健康福祉局
新型コロナウイルスワクチン

集団予防接種
アナフィラキシーの初期対応について

より引用



パスワード：asahi#1

（一色）



血管迷走神経性失神・反射性（神経調節性）失神
（迷走神経反射）

不適切な洞性頻脈に対して反射的に
迷走神経が過興奮する状態

一過性の徐脈か血圧低下またはその両方が
生じ失神する

二次性の外傷がなければ生命予後は良好



前駆症状：発汗、眼前暗黒感、吐気・嘔吐

トリガー：立位、長時間座位、痛み刺激、
恐怖・不快などの精神的・肉体的ストレス

排尿・排便

誘因となる薬剤：
降圧薬全般、利尿薬、α遮断薬、硝酸薬など

対処法：その場でしゃがみ込んだり横になる



予防が大事

笑顔で話す

「そんなに緊張しなくて大丈夫ですよ」

「私も2回接種していますが、注射は痛くないですよ」

「今日・明日はゆっくり休んでください」

など優しく声をかけてください



ご清聴ありがとうございました

旭区高齢者集団接種へのご協力感謝いたします


